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【��特　集��】

表面仕上げと意匠性
一般に砥粒加工等による表面仕上げといって思い浮かぶものとしては，鏡面仕上げなどに代表されるような表面粗

さの低減よる平滑化や，それとは逆にマット面仕上げなどのように積極的に表面に粗さをもたせることなど，表面粗さ
のコントロールが挙げられる．
本特集では視点を変えて，単に表面の粗さを制御するための表面仕上げではなく．「デザイン」「感性」といった切

り口から表面仕上げの技術を取り上げた．製品におけるデザインの良し悪しはその売り上げを大きく左右させる要因
になりうる場合もある．表面仕上げをすることによって，高機能・高精度を実現させるだけでなく，意匠性をもたせる
ことで，さまざまな付加価値が生まれることが期待できる．今月の特集では機械加工や研磨研削技術を用いた表面
仕上げや，形状測定による評価，コンピュータグラフィックスを用いた設計などを紹介する．
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